




昭和17（1942）年7月　
大阪文楽座
人形浄瑠璃芝居

大正14（1925）年6月　
尾上菊五郎一座

昭和11（1936）年
2月28日初日　
松竹少女歌劇

観
劇
の
記
念
に
、ま
た
、作
品
を

よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
購

入
す
る
芝
居
見
物
の
お
供

　プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
上
演
演
目
に
つ
い
て

の
情
報
だ
け
で
な
く
、
劇
場
の
座
席
表
や
、

場
内
の
売
店
・
食
堂
の
様
子
な
ど
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
当
時
ど
の
よ
う
な
芸
術
文
化
が

発
達
し
、
人
々
の
生
活
文
化
に
影
響
を
与
え

た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
劇
場
の
観
客
を
対
象
と
し
た
地
域

周
辺
の
店
舗
や
化
粧
品
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
広

告
が
掲
載
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
出
版
当

時
の
社
会
や
世
相
を
反
映
し
て
い
て
、生
活
文

化
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　松
竹
大
谷
図
書
館
で
は
、
江
戸

末
期
か
ら
明
治
・
大
正
時
代
の

貴
重
な
演
劇
興
行
資
料
を
数
多

く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
興
行
時

に
作
ら
れ
、
当
時
の
観
客
も

手
に
し
た
番
付
や
筋
書
―
―
、

現
在
の
ポ
ス
タ
ー
や
劇
場
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ

た
る
資
料
で
す
。

劇
場
プロ
グ
ラ
ム
は
時
代
を
映
す
鏡
。

松
竹
大
谷
図
書
館
で
は
、
貴
重
資

料
の
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
み
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

芝
居
番
付
検
索
閲
覧
シ
ス
テ
ム

　ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ご
支
援

に
よ
り
、芝
居
番
付
や
筋
書
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
H
P
上
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
歌
舞
伎
座
の
戦

前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
ペ
ー
ジ
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
橋
演
舞
場
の
戦
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
開

　今
回
、
一
般
財
団
法
人
小
森
文
化
科
学

財
団
の
助
成
金
に
よ
り
、
松
竹
大
谷
図
書

館
が
所
蔵
す
る
新
橋
演
舞
場
の
大
正
期
か

ら
昭
和
戦
前
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、2
0
2
5
年
内
に
w
e
b
公
開
し

ま
す
。

　日
本
の
近
代
演
劇
の
発
展
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
、
開
場
1
0
0
周
年
を
迎
え

た
「
新
橋
演
舞
場
」。そ
の
貴
重
な
資
料
を
、

ぜ
ひ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

昭和14（1939）年9月　
新橋演舞場
プログラムより 
座席表

昭和11（1936）年
10月
新橋演舞場チケット

新橋演舞場プログラム
番組に掲載された広告

大正15（1926）年1月　
曾我廼家五郎劇

昭和6（1931）年7月　
新国劇

昭和11（1936）年11月　
前進座

松竹大谷図書館公式HP　
デジタルアーカイブ






